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１．研究計画の概要 

 本研究の課題は、公刊されている近世日記

を収集し、子育て意識と子育ての習俗が明ら

かになるような特徴を日記の中から抽出して、

17～19世紀日本の子育て文化について、階層

差、地域差を抽出しようとするものである。 

 また、そのような判断から重点日記のフィ
ールド調査は４カ所で進めている。こちらは
それなりの進み方だが、予定に比べるとやや
遅れている。 
 
３．現在までの達成度 
 上記のようなことから、計画の４０％程度
の達成状況である。ただ、基本となる史料そ
のものの収集は進んでいるので、研究の土台
は形成できた。  これまで筆者は地域を限定して古文書の

発掘整理をともなうフィールド研究を行い

つつ、日記の分析をおこなってきた。しかし

上記のような目的から、今回は数多くの日記

を分析する点に力点をおき、そのなかで４年

間に７点前後の重点的な日記の理解のため

に必要な範囲でフィールド研究を行なおう

と考えている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 収集した史料の一部分を、期限内に丁寧に
まとめる。総合的な研究をめざした割には部
分的なまとめになるが、歴史研究は時間がか
かるもので、この機会に集めた史料を、将来
も活かしてゆきたい。 
 農村の日記研究に加えて、地方都市の日記
研究が進んだ。商人と農民の子育て意識につ
いて、比較史的な視野から分析が進められる
と良いと考えている。 

 
 

２．研究の進捗状況 
５. 代表的な研究成果 

 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 

 全体として、やや遅れている。日記史料の
収集そのものは予定通りに進んでいるが、ス
キャンした史料の解析やデータベース化の
作業が想定以上に時間がかかる。それは、研
究補助者に依存できる部分と、依存してはい
けない部分の区別が難しく、全体として研究
者本人の判断で抽出箇所を選択して行く以
外に採る道はない、ということを再確認した
ためもある。これまでにスキャンした日記史
料を土台にしながら、時間をかけて、近世日
記の資料集成を作り上げてゆく。 
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